
大学院単位認定

この公開講座・セミナー・シンポジウム等は大学院医学研究科の単位認定対象となっております。単位認定の条件
や対象科目等は下記をご確認ください。

単位認定条件

大学院生の方は、受講後、「出席票」を教務課（大学院担当）まで
ご提出ください。
出席票は、履修管理システムからダウンロードすることができます。

【履修管理システム】
博士課程：http://lms.juntendo.ac.jp/
修士課程：http://mst.juntendo.ac.jp/

認定科目

【博士課程】

Current Topics ※必修「大学院特別講義」に振り替えることはできません。

【修士課程（医科学コース）】

選択科目「大学院セミナー」

http://lms.juntendo.ac.jp/
http://mst.juntendo.ac.jp/


順天堂大学大学院医学研究科 環境医学研究所
共催：順天堂大学大学院医学研究科

第23回環境医学研究所
プロジェクト研究報告会
2026年5月22日 (金)

18:00～20:00
Web開催

1. 2025年度環境医学研究所

プロジェクト研究報告
（タイトル番号：1～4）

2. 2025年度環境医学研究所

研究成果報告
（タイトル番号：5～21）

＊5月21日(木) 正午までにお申込みください

参加申込はこちら ➡

お問い合わせ先：環境医学研究所

kanken@juntendo.ac.jp



1 小島 裕子
ランゲルハンス細胞による表皮内神経の刈り込み現象の

解明
5 大野 祐介

極長鎖脂肪酸の生理的意義とその代謝異常による

病態発症機構の解明

2 千葉 麻子
トル様受容体経路の過剰な活性化によるB細胞寛容の

破綻に関する研究
6 鎌田 弥生

ベンズイミダゾール系駆虫薬によるセマフォリン3Aの発現

誘導機構の解明

3 鶴上 浩規 肩腱板損傷に対する酸化ストレス遺伝子の解明 7 古宮 栄利子 加齢性皮膚瘙痒症の誘発機構の解明

4 冨田 晃生
スマホアプリ型花粉症治療用プログラム医療機器による

症状管理と行動変容のエビデンスの創出
8 白鳥 美穂 痒みに寄与する脊髄後角神経サブセットに関する研究

9 ZUO YING

Psychological stress induces mechanical

alloknesis via epithelial cytokine TSLP in

NC/Nga mice

10 田中 優希
アトピー性皮膚炎患者においてJAK1阻害薬は感覚

神経構造を変化させることなく瘙痒を改善する

11 飛田 知央
アトピー性皮膚炎関連遺伝子C5orf46/Gm94-KO

マウスにおける性差特異的アロネーシスの解析

12 外山 扇雅
好酸球と感覚神経の相互作用に着目した難治性

かゆみ発生機序の解明

13 中山 仁志
抗酸菌感染における LAM 認識の抗体クラス依存的

免疫制御機構

14 長尾 圭
Aryl hydrocarbon receptor を介した 好塩基球の

機能制御とアレルギー性皮膚炎関与の解明

15 八田 亮輔
Soft pancreasに対する二期的膵空腸吻合術の安全

性と二期的膵空腸吻合時の膵の性状の変化の検討

16 花房 慶
セラミド合成酵素2が関与するヒトマクロファージにおける

抗酸菌殺菌機構の解明

17 早川 国宏
R848誘発性自己免疫疾患の病態形成における

腸内細菌叢異常の補助的役割

18 藤城 真樹 ループス腸間膜血管炎におけるプロピオン酸の生理作用

19 本田 耕太郎
痒みの内部状態に基づくマウス掻破行動の確率的反復

モデル

20 森田 元樹 脊髄Sema3Aの痒み伝達における役割

21 吉川 宗一郎

精神的ストレスはβ2アドレナリン受容体シグナルを介して

マクロファージの免疫老化を誘導し抗炎症機能を低下

させることでアレルギー性皮膚炎症を増悪させる
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